令和3年度　共同事業実践発表会委員会について（報告）
水城　淳一郎
平成２８年度から開催しておりました実践発表会は、残念ながら昨年度に続き、コロナ禍のため開催できませんでした。
令和3年度は、毎月委員会を開催し、ふくふくでの会場開催とリモートでの開催の併催ができるよう準備を重ねてきましたが、まん延防止等重点措置の時期と重なり、中止の判断にせざるを得ませんでした。次期に開催できることを期待しています。
今年度は、各施設、事業所から計7件の事例があがりましたので、今後、発表者による動画配信などができるよう、委員会で検討していきたいと思っています。

令和３年度　実践発表会　発表事例

・　早良2基幹相談支援センター　「利用者の分析から見る終了ケースと継続ケースの特徴について」
・　ひまわり園　「個別プログラムの実践」
・　ライフサポートてをつなぐ　「継続的な支援の有用性」
・　ひまわりパーク上牟田　「就労継続支援A型　高齢利用者への取り組みについて」
・　ひまわりパーク六本松　「在宅ワーク支援について」
・　福岡ひまわりの里　「利用者支援について」
・　早良ひまわりハウス　「暮らし、支える～障がい特性の理解とストレングス視点に基づいた支援、意思決定支援の重要性～」
